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応募に際して

• 正課授業時間前の参加が前提

（正課：金曜日５時限＋4時限を確保）

• 夏休み明け前に合宿を実施（授業時間として）

• パソコンの利用能力がある程度必要

ビデオ・データの分析

テキストマイニングのソフトウェア操作

データベースの利用／図表作成

• 物事を調べ上げる根気のある人

細かいことに好奇心のある人／気がつく人



本日の内容

１．ゼミについて

２．ゼミの進め方

３．選考要領



１.このゼミについて
• テーマ：

文化活動とコミュニケーション

• 背景

①「趣味の社会学」というジャンルの興隆



１.このゼミについて

• 背景

②シリアス・レジャー（R.ステビンス）

余暇（報酬のない）としての活動（アマチュア）

＋専門的な技術・知識、経験の獲得と表現

特に工芸・スポーツ・芸能などのジャンル

※音楽については井手口ゼミを推奨

アート一般については小泉ゼミ（現代文化）も



１.このゼミについて

• 方法（下記のいずれか）

当事者（活動に従事するもの）について

①歴史・社会的な動向（報道などの様子）

②質問紙調査

③インタビュー調査

④活動におけるコミュニケーションの分析

対面によるインストラクションの様子

メディアの利用（ネット動画など）



分析例１ 情報検索の様子
日時 内容 画像

20170802PM
0:17:28

【状況】
長男がアイロン
ビーズの工作で、
プロ野球の球団
ロゴを制作して
いる。一つ（西
武）を作り終え
たところで、別
のロゴを探そう
とする。母親が
タブレットで調
べるように勧め
る。

・長男は「プロ野球 球団マー
ク」でいいか、キッチンの母親
に確認して検索をはじめる。
・母親はキッチンからのぞいて
様子をうかがう。

・長男が「何もしないのに」こ
とばが出てくることを、母親の
方に向かってタブレットを掲げ
て見せながら訴える（実際は検
索の入力候補が表示されてい
た）。
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プロ野球球団の「マーク」（西武ライオンズ）

• 球団旗

• 球団ロゴ

• 帽子マーク
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分析例２ 検索に関する相談
日時 内容 画像

20170802PM
0:19:07

・長男の検索結果の画面を母親
が一緒になってみる。（帽子の
図案が出てくることを見て）
「帽子って結構簡略化されてい
るでしょう」といって、帽子の
マークをモデルにすることを提
案する。

・いくつかのマークをみた後、
「ヤクルトもできるかも」と長
男が言うと、母親が「ワイ・エ
ス？」と具体的な内容として示
そうとするので、長男はそれを
実際の画面を見せながら確認す
る。
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分析例：何を見出すのか

①協同的な行為としての検索

検索ワードの候補とそれぞれの成否

※球団マーク → 帽子マーク

検索結果の“身体化”（頭を示す動作）

②検索過程が展開する様子

タブレットでの呈示（座りながら）

母親とのコミュニケーションによる作業の展開
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１.このゼミについて
• テーマの手がかりになる文献

片岡栄美『趣味の社会学』、青弓社

神野由紀ほか編『趣味とジェンダー』、青弓社

北田暁大・解体研 『社会にとって趣味とは何か』、河出ブックス

是永論『見ること・聞くことのデザイン』、新曜社

水川喜文ほか編『ワークプレイス・スタディーズ』、ハーベスト社

→以上を含む先行研究に従ってのテーマ拡張は可能



２．ゼミの進め方

• 春学期（前期）

前半

テキスト講読と議論

後半

調査計画の立案と調査の実施



２．ゼミの進め方

• 秋学期（後期）

前半

テキストマイニング・ビデオデータソフトの実習

調査計画の立案と調査の実施

後半

データ収集と分析→レポート報告

ゼミレポートを研究室サイトに掲載

「学部演習」→「前年度までの記録」から

http://www.rikkyo.ne.jp/~ronkore/


３.選考要領

①ゼミのテーマとの関連にかかわらず、現在関心を持っ
ているテーマについて、

１）テーマの内容、２）そのテーマについてこれまで
読んだ本の内容紹介３）テーマを考えるにあたって重
要であるポイントを表現した「キーワード」とそれを
選んだ理由

②ゼミのテーマにあるような「趣味的な文化活動」とし
て、自分が行なってきたものの具体的な紹介（学校の部
活動や正式な習い事以外のものでよい）

以上を合わせてＡ４判１ページ（1600字）以内で



応募要領

• 選考実施について

ホームページ上の「お知らせ」で指示

※「立教 是永研究室」で検索

応募条件：下記の参加が可能であること

• 正課時間前の参加（金曜日５時限＋4時限）

• 夏休み明け前の合宿（授業時間として）



応募に際して

• パソコンの利用能力がある程度必要

テキストマイニングのソフトウェア操作

ビデオデータの分析ソフトウェア操作

データベースの利用／図表作成

• テーマに向いている性格

物事を調べ上げる根気のある人

細かいことに好奇心のある人／気がつく人



The founding spirit of Rikkyo University is steeped in

Christian values of providing a liberal education that nurtures every aspect of 

the individual. These values continue to be our guiding principle.

17

では、ご応募お待ちしてます


